
とよかわ市民協働基本方針実施計画 委託事業一覧 

番号 
事業名 

（主管課等） 
委託先 事業目的・実施内容 課題や今後の方針 自己評価 自己評価の理由 

(例) 

市民活動団体のつどい事業 

（市民協働国際課） 

 

NPO法人 

ボランティアコーディネート

の会 

市民活動団体の専門分野の垣根を越えた協働や情

報交換のためのネットワーク作りを促進するため、

年に１回、全てのボランティア・市民活動センター

登録団体を対象に団体交流会を行います。団体交流

会は、市民活動団体のコーディネートに専門的に取

り組んでいるNPO法人に委託して開催します。 

開催日：8月 4日（日曜） 

参加団体：50団体 

 

参加者、団体、共催相手のいずれからも良い評価を得

たので今後も継続して開催する予定。 

しかし、大変多くの参加者で賑わったが、出展に協力

してくれる団体が予定よりも少なかった。団体への参

加をより一層促すとともに、団体から日程への要望が

多くあったためその点についても検討し１団体でも

多く参加してもらえるように改善を図りたい。 

3 

団体からの日程の要望があったに

もかかわらず、対応ができなかっ

た。今後は、出展に協力してくれる

団体が増加できるように検討して

いきたい。 

１ 

つどいの広場事業 

（子育て支援課） 

NPO法人 

とよかわ子育てネット 

子育て中の親の子育てへの不安や精神的負担感の

軽減・解消を図るなど子育て支援主に乳幼児（０～

３歳）を持つ子育て中の親が気軽に集い、打ち解け

た雰囲気の中で語り合うことで、育児不安解消の受

け皿となる広場（場所）を、子育て支援を専門的に

取り組んでいる NPO法人に委託して開催します。 

開設日：毎週月～金曜日の午前 10時～午後 3時 

    年間開設日：２２８日 

参加者：年間延べ２９，８１４人（見込み） 

利用者が多く、今後も継続が必要な事業である反

面、児童館の休館日や雨の日など条件が重なるほ

ど、集中して来場者が増え、１日の利用者が２００

人を超える日もあった。来場者が多い日は、初めて

来た方や、不安を抱えた方のお話を聞くなどの対応

が難しいことがあり、協働相手がかなり苦労をして

いたことが課題である。担当課は、協働相手からの

運営に関する相談を受け、事業へのできる限りの協

力をして、運営の更なる向上を図りたい。 

４ 

利用者も多く、子育て中の保護

者が気軽に集う場となってお

り、市の子育て支援に大いに貢

献しているため。 

２ 

子育てサポーター養成事業 

（子育て支援課） 

NPO法人 

とよかわ子育てネット 

地域の活動や市事業において、主にボランティアで

子育て支援に関わる人材を育成し、支援者同士が出

会い、交流することで一層の子育て支援推進を図る

ことを目的として、子育て支援に関心があり、講座

終了後、様々な子育て支援活動を行う意思のある方

を対象に講座を開設。本講座を子育て支援を専門的

に取り組んでいる NPO 法人に委託して開催しま

す。 

開催回数：１回（全７講座） 

参加者：１９名 

子育て中の保護者の参加が多く、託児場所の確保が

必要となるため講座開催場所が限定される。協働相

手と日程調整を早めに行い、講座開催場所と託児場

所を確保することが課題である。 

   
４ 

子育て支援活動に関心のある方

の交流の場となっており、受講

後、多くの方が子育てに関係す

る活動を始めているため。 

※記入にあたっては、担当課の意見だけでなく、協

働相手の意見も反映するように心掛けてくださ

い。 

協働事業が終了したら、必ずふり返りの場を持

ちましょう。協働相手と同じテーブルについて、

事業の成果やプロセスをふり返り、その結果を

次の事業に生かすことが大事です。 

 ふり返りにあたっては、参考資料「協働事業振り

返りシート」を利用すると活発な意見交換がで

きると思います。 

※開催数や参加者数など、具体的な数値を記入す

るように心掛けてください。 

 なお、あらかじめ記入されている事業内容につ

いては、過去の資料等から市民協働国際課で抜

粋したものであり、適宜訂正をしてください。 
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３ 

高齢者の生きがいと健康づ

くり推進事業 

（介護高齢課） 

老人クラブ連合会 高齢者が家庭・地域・企業等社会の各分野で、豊か

な経験と知識・技能を生かし、生涯を健康で、かつ

生きがいをもって社会活動ができるよう、地域の各

団体の参加と協力の下に、高齢者の生きがいと健康

づくり推進の実践活動を総合的に展開することを

目的とし、老人クラブ連合会に委託し、高齢者の社

会活動についての広報活動、三世代交流活動、健康

増進活動、教養講座の開催など総合的な企画、運営

を図る。 

高齢者大学：299人（卒業生） 

三世代交流事業：16,507人（参加者） 

スポーツまつり：622人（参加者） 

高齢者の生きがいと健康づくり推進のために平成

18 年度から継続している事業である。委託先であ

る老人クラブ及びクラブ会員、事業参加者からおお

むね良い評価を得ているため、今後も事業を継続す

る予定。また、事業のさらなる推進のため、老人ク

ラブ連合会事務局と調整のうえ、適切な委託内容に

ついて検討を進めていく。 
３ 

昨年度と比較し、スポーツ祭り

参加者数は増加していたが、高

齢者大学卒業生数、三世代交流

事業参加者数は減少していた。

また、老人クラブの会員数も減

少した。このことから、今後、事

業の更なる推進のために老人ク

ラブの基盤強化が必要であり、

会員の加入促進を図るととも

に、各活動の周知及び参加促進

を図ることが課題である。 

 

４ 

相談支援事業 

（福祉課） 

NPO法人 

メンタルネットとよかわ 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための法律第 77 条第 1 項第 3 号の規定に基づ

き、障害者等からの相談に応じ、必要な情報の提供

や権利擁護のために必要な援助を行うことにより、

障害者等が自立した日常生活又は社会生活を営む

ことができるよう、専門知識を有するNPO法人に

委託して実施する。 

相談者 ：１７４人 

相談件数：１，４２９件 

今後も継続して実施する予定。 

５ 

専門知識を有するＮＰＯ法人の

職員が相談に応じることによ

り、障害者等の生活の向上に繋

がっているため。 

５ 

みんなの消費生活展 

（商工観光課） 

NPO みんなの消費生活展実

行委員会 

消費者意識の高揚と消費生活の安定を図ることを

目的に、市民まつり等において、消費生活に関する

知識の普及と啓発に関する催し物を委託する。 

開催日：5月 23日(土)24日(日) 

参加者：不明 

以前より広いスペースが確保されたことにより、円

滑に事業を行うことができた。市民まつりの集客効

果により、多くの消費者との接触がはかれた。 

そして、個々の消費者との距離を縮めることを意識

し、消費生活に関する知識をより濃く伝えることが

できた。よって今後も継続して実施する。 

４ 

工作について大変好評で、子供

よりもむしろ大人の方が多く参

加し、真剣に取り組んでくれた。

消費者の方と直接話をすること

で消費生活に関する知識の普及

と啓発につながった。 

６ 

若年者就労支援事業 

（商工観光課） 

NPO法人 

青少年自立支援センター北斗

寮 

若年者及びその家族に対してセミナー等による就

労支援を実施し、自己の適性や就業経験などに応じ

た職業選択及び就職に関する知識や能力の向上を

図ることを目的に、若年無業者及びその家族向けセ

ミナー、若年者就労支援ワークショップを専門的に

行っている NPO法人に委託して実施する。 

開催日・回数：１１月２９日、３０日、１２月１３

日、１４日、３月１４日、３月１６日（６回） 

相談者：２７人 

ワークショップ、セミナーの各参加者より良い評価

を得られたので、今後も継続して開催する予定。就

職活動だけでなく、就労に対する様々な悩みも含め

て本人だけでなく家族も対象としているため、幅広

い内容の相談が寄せられ、就労に対するセーフティ

ーネットの役割を果たしている。愛知県がハローワ

ークと連携して開催した就職説明会に時期を合わ

せて開催したが、今後も他機関で実施する説明会等

との連携や開催時期の調整を図っていく。 

３ 

セミナー及びカウンセリングに

ついては参加者より好評を得ら

れ、企業からの内定者（５人：２

月末時点）も出る等、若年者の就

労に対してセーフティーネット

の役割を果たすとともに若年者

の就労機会獲得等の支援が可能

であるため、継続して実施する

べきであると判断した。 
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７ 

御油第二墓園草刈作業 

（環境課） 

御油老人クラブ連合会 高齢者の社会活動参加による生きがいづくりのた

め、御油第二墓園の清掃及び草刈作業を御油老人ク

ラブ連合会へ委託する。 

実施回数：５回 

会員の高齢化と若手会員の減少により、事業の継続

性が懸念される。会員の増加と若手会員の加入が今

後の課題となる。 

３ 

怪我や事故なく、無事に当該

事業を終了できたことを評価す

る。 

８ 

公共施設アダプトプログラ

ム 

（道路維持課） 

町内会、自主グループ、企業、 

個人等 

美化ボランティアとなる市民が「里親」となって

道路、公園、河川等を自らの養子とみなして清掃美

化を行い、親が大切に子供の面倒を見るように公共

施設の面倒をみるという美化活動。具体的には、活

動する場所を決めて、空き缶、紙くず、落ち葉など

の収集や除草などの清掃活動に対し、市がその活動

に必要な資材の提供等の支援をおこなう事業であ

る。美化ボランティア団体として登録団体の増加を

図るため、啓蒙活動を行う。 

登録団体：140団体・個人 

登録者数：4,476人 

 当プログラム施行以前からボランティアとして

行ってきた団体・個人が、当プログラムへ誘導され

ることに疑問や強制感を持たれること、また、当プ

ログラムへ関心を持たれた場合でも、義務的な事務

や行事で縛られるのではとの負担感や抵抗感が先

行され、参加へ躊躇されることが課題である。 ３ 

 広報媒体を通して制度の啓発

がなされ、申し込みもあったた

め。 

９ 

樋門地元管理 

（道路維持課） 

泙野、赤根、西方、下佐脇の各

町内会 

台風等による出水時や高潮時等に樋門を操作し

て御津海岸、豊川本流及び音羽川等から逆流を防ぐ

ため、迅速に対応できる地元町内会に委託し、災害

防止を図る。 

非常時での安全確保のため、施設管理者に対して

改善の要望を必要とする。 

４ 

地域の実情を反映した、迅速な

対応が実施できているため。 

10 

佐奈川草刈作業 

（道路維持課） 

佐奈川の会 佐奈川の金屋橋からふれあい公園までの草刈及

びゴミ拾い等を NPO 法人佐奈川の会へ委託し、

NPOの河川環境整備活動の支援を行う。 

組織の高齢化による作業継続の不安がある。 

４ 

地域の実情を反映した、迅速な

対応が実施できているため。 
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11 

音羽川草刈作業 

（道路維持課） 

音羽川の会 

音羽川愛護会 

県が平成 17年度に定めた「愛知コミュニティリ

バー推進事業」にょり、草刈の地域住民団体への委

託が可能となり、音羽川の県管理部分の御油大橋か

ら五反橋までの間を「音羽川の会」、天王橋下流か

ら明ケ沢橋及び名鉄鉄橋までの間を「音羽川愛護

会」が草刈及びゴミ拾いを受託している。それに伴

い、市も管理部分を委託し、地域住民による河川環

境整備活動の効率的な支援を行うものである。 

組織の高齢化による作業継続の不安がある。 

４ 

 地域の実情を反映した、迅速

な対応が実施されているため。 

12 

白川草刈作業 

（道路維持課） 

財賀町内会 白川の市管理区間である財賀町内の境から栃ノ

木橋間の草刈及びゴミ拾いを財賀町内会へ委託し、

地域住民による河川環境整備活動の支援をする。 

引き続き行う。 

４ 

地域の実情を反映した、迅速

な対応が実施されているため。 

13 

西古瀬川草刈作業 

（道路維持課） 

八幡桜を育てる会 県が平成 17年度に定めた「愛知コミュニティー

リバー推進事業」により草刈の地域住民団体への委

託が可能となり、西古瀬川の上宮前橋から番皿橋間

の県管理部分の草刈及びゴミ拾い等を「八幡桜を育

てる会」が受託している。それに伴い、市も市管理

部分を委託し、地域住民による河川環境整備活動の

効率的な支援をするものである。 

引き続き行う。 

４ 

地域の実情を反映した、迅速

な対応が実施されているため。 

14 

西原・足山田工業団地調整

池作業 

（道路維持課） 

西原町内会 市管理区域の草刈及びゴミ除去等の清掃を実施

する地域団体に対して、報償費を支払うことで、環

境整備活動への支援を行う。 

民間企業に引渡しを行ったため、今後は行わな

い。 

４ 

地域の実情を反映した、迅速

な対応が実施されているため。 

15 

その他広場等の地元管理 

（公園緑地課） 

地元町内会等 

グリーンヒル音羽管理組合、

赤坂台自治会、萩住宅自治会

他 

地元に密着した施設であり、地元町内会へ委託する

ことで施設への愛着を持ってもらい、悪戯等の減

少、不具合の連絡、対応、措置の円滑化を図る。 

箇所数：１５箇所 

地元から良い評価を得ているので、今後も継続する

予定。しかし、一部ではあるが、委託を継続するの

が難しくなった町内会がある。 

４ 

 町内会等の協力の下、維持管

理ができている。 
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16 

都市公園の地元管理 

（公園緑地課） 

地元町内会等 

金屋橋町内会、光輝町内会、

住吉町内会、東山自治会、東

山１区町内会、音羽区、西豊

町内会他 

都市公園の清掃、除草、低木剪定、トイレ清掃等を

地元町内会等に委託し、施設の適正な管理を図ると

伴に、作業を通じて地域住民のコミュニケーション

を図る。 

箇所数：７７箇所 

地元から良い評価を得ているので、今後も継続する

予定。しかし、一部ではあるが、委託を継続するの

が難しくなった町内会がある。 

４ 

町内会等の協力の下、維持管

理ができている。 

17 

町民広場の地元管理 

（公園緑地課） 

東上区町内会 （丸塚町民広

場） 

上長山区町内会（東山町民広

場） 

一宮区町内会（下新切町民広

場） 

地元施設の維持管理を目的に、地元の町民広場の草

刈や清掃等を委託する。  

 一宮地区建設課がなくなり、公園緑地課が所管を

引き継いだ。「その他広場等の地元管理」と統合し、

実施計画から「町民広場の地元管理」の項目は削除

する。 ５ 

 町内会の協力の下、維持管理

ができている。 

18 

樋門地元管理 

（道路維持課） 

東上区町内会清水組(清水川

ひ門) 

東上区町内会西組（シャラ川

ひ門） 

台風等による出水時に、樋門を操作して豊川本流

から逆流を防ぐことを目的として、出水時には、迅

速に対応できる地元の組組織に委託し災害防止と

施設・機械の保全を図る。 

今後ともコミュニティ－活動の推進の観点から

も、継続して実施していくべきである。しかし、災

害時の活動であるため、地元が業務を引き受けてい

ただけるとは限らず、対応を考える時期にきてい

る。 

５ 

 災害に対する備えを個々では

なく、町内会組織で行っている

ため、地域での防災意識を高め

ているため。 

19 

河川草刈作業 

（道路維持課） 

大木区町内会（土々川） 

西原区町内会（土々川） 

河川周辺の環境整備・美化の促進を目的に、河川

法面の草刈及びゴミ拾い等の河川環境整備活動の

支援を行う。 

ここ数年、従事者の高齢化が問題となり３町内会

が河川管理を市に任せることとなったが、コミュニ

ティ－活動の推進を図ることを考えると、実施町内

会との調整が必要になって来ている。 ５ 

 河川敷などの草刈を中心に行

っており、周辺の環境が良好に

保たれているため。 

20 

御油松並木保護増殖事業 

（生涯学習課） 

御油松並木愛護会 国指定天然記念物「御油のマツ並木」の保護・保存、

文化財保護意識の高揚のため、御油松並木愛護会に

よる、御油のマツ並木の草刈り・清掃・パトロール・

樹勢回復作業・植樹作業を行う。 

平成２１年度より毎年植樹作業をしているものの

思うように本数が増えていないため、今後も愛護会

と連携した保護活動や計画的な植樹を行う必要が

ある。また、将来的には松並木公園の育苗場におけ

る後継樹育成の仕組みを愛護会とともに作ってい

きたい。 

４ 

H21 年度から愛護会と連携し計

画的な植樹を行うことが出来

た。H25 年度からはマツ並木の

後継樹の育苗を松並木公園の育

苗場において実施している。 



とよかわ市民協働基本方針実施計画 委託事業一覧 

番号 
事業名 

（主管課等） 
委託先 事業目的・実施内容 課題や今後の方針 自己評価 自己評価の理由 

21 

子どもセンター事業 

（生涯学習課） 

豊川少年少女発明クラブ 

豊川工業高校ボランティア部 

学校週５日制の実施に伴い、余暇を利用した様々な

体験活動を実施することにより子どもの地域活動

を推進するため、豊川少年少女発明クラブ、豊川工

業高校ボランティア部と協働し、ものづくり教室を

開催する。 

メセナ、市広報、市ホームページ、チラシ配布等で

周知しているが、FaceBookなどのメディアも活用

し、積極的なメディアも活用し、積極的な情報発信

につとめる。 ４ 

学校へのチラシ配布の機会を増

やし、周知を行うことができた。 

 

22 

放課後子ども教室推進事業 

（生涯学習課） 

豊川市子どもセンター協議会 文部科学省が全国的に推進する事業であり、スポー

ツ、文化活動や体験活動を通して子ども達に安全安

心な居場所づくりを提供するため、放課後等に公共

施設を会場とし、地域の団体や指導者と連携して各

種教室を開催する。 

教育活動推進員の高齢化、教室の固定化等により、

参加者数が伸び悩んでいる。 

今後は新しい教育活動推進員の発掘に努め、子ども

のニーズに応じた教室の開催につとめる。 ４ 

地域の大人の協力を得て子ども

の居場所づくり等に役立ってい

る。また継続して参加する児童

も多いため。 

 

23 

赤坂の舞台公演事業 

（生涯学習課） 

伝統芸能支援事業 

金沢歌舞伎・小屋掛けの会 赤坂の舞台の活用と金沢歌舞伎の保存・継承のた

め、赤坂の舞台における金沢歌舞伎をはじめとした

伝統芸能の支援事業として、赤坂の舞台を使った公

演とこれにあわせた小屋掛けの会による小屋掛け

（観客席）の設置を実施する。 

開催日：平成２８年１０月２日（日） 

参加者数：４５０人 

継続した事業実施のためには、会員の後継者育成が

課題である。 

４ 

委託団体と連携した事業実施が

でき、一宮南部小学校歌舞伎ク

ラブの指導をとおし、学校と団

体の交流、連携が図られた。 

24 

伊奈城趾公園・花ヶ池公園

管理 

（生涯学習課） 

伊奈史跡保存会 伊奈城趾公園・花ヶ池公園の効果的な管理のため、

伊奈史跡保存会による樹木剪定作業等 

保存会で対応できない管理作業については業者対

応等になるが、より効率的に行えるよう、保存会と

連絡をとりあう。 

４ 

保存会と連絡を取り合い効率的

な管理を行うことが出来た。 

25 

庁舎日常清掃作業 

（小坂井支所） 

NPO法人 

メンタルネットとよかわ 

小坂井庁舎の日常清掃について、障害者自立支援の

観点から就労継続支援Ｂ型施設「レインボーホー

ム」に委託している。 

自立支援を行うという観点からいえば、特に問題は

ない。 

今後も継続して委託する予定。 

５ 

指導員のもと作業者が適切に業

務を行うことにより、目的は達

成されている。 

 


